
 

 

教師を目指す学生による｢学生文化｣｢学校文化｣の創造と 
新たな｢学生と学校のＷｉｎ－Ｗｉｎの関係｣の構築 

 

東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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「２０２４夏休みわくわく数学教室」 無事終了！ 
 

 ８月１９日・２０日・２８日・２９日の４日間開催だった今年の「わくわく数学教室」が、先日無事に

終了しました。台風が心配される中でしたし、今年から主催・場所を変えて新たに臨んだ学習会でしたが、

参加してくれたＳＰさんのおかげで無事に終えることができました。ありがとうございました。参加生徒

にアンケートを取った結果、

これは、ＳＰさんが真剣に向き合ってくださった賜物だと感じています。また、

していました。ＳＰさんにとってはどんな活動になったでしょうか。

みなさんにとっても、学び多き活動になっていましたら幸いです。 

 「２０２４夏休みわくわく数学教室」のまとめとして、参加ＳＰさんと生徒の感想をいくつかピックア

ップして紹介したいと思います。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生徒の感想を読んでいると、「楽しかった」という言葉がたくさん見られました。数学を勉強しに来て

いるにも関わらず、です。この１時間半（×参加日数）で急に学力が上がるわけではないかもしれません

が、「次も参加したい」「家（学校）でも頑張ろうと思った」と言える（書ける）ことが、参加した生徒に

とってはかけがえのない財産です。先日、シニアＳＰ（卒業生）が「一番指導しづらいと感じるのは、“で

きない子”ではなく、“やる前から諦めている子”。」だと話していました。ＳＰさんの丁寧な関わりや、

「目の前にいるこの子のために」という熱く誠実な想いが、そんな“やる前から諦めている子”が一人で

も減るきっかけになるかもしれません。“ＳＰ”という、先生でも友達でもない特殊な立場であるみなさ

んの存在は大きいと、改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 


